
 

 

 

 
 
１0月 1日(土)、カンセキスタジアムとちぎにて、第 77回国民体育大会総合開会式が 3年ぶりに開催された。 
総合開会式実施前、本部役員、スポーツクライミング競技、テニス競技の選手・監督による約 40名の本県選手団で 

現地結団式を行った。住吉副団長より「チーム福岡一丸となって、目標である男女総合成績 8 位以内入賞を達成しよ
う。」と激励の言葉をいただき、最後は中野総監督の指揮で「福岡県頑張るぞ！」という選手団の掛け声が会場内に響
き渡った。本県選手団の士気は最高潮に高まり、入場行進へと移行した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総合開会式に参加した本県選手団 
 
大勢の大会役員・観客が迎えるスタジアムにて、都道府県選手団約 2000名が入場行進を行った。本県選手団は、旗

手田島選手を先頭に 8番目で入場し、3年ぶりの国体開催を噛みしめて、力強く入場した。 
天皇陛下のおことばでは「スポーツの素晴らしさを実感しつつ、一期一会を大切にして素晴らしい思い出を作って

ください。」と述べられた。秋晴れの青空の下、全都道府県選手団でフェアプレーを誓い式典を終了した。 
以下、総合開会式に参加した選手を代表してのコメント。 

 
○少年女子 スポーツクライミング競技・福岡県選手団旗手 田島瑞歩選手（南筑高校） 
「今日の出来事を力に変え、日頃の練習の成果が発揮できるように頑張ります。」 
○少年男子 テニス競技 中島稀里琥選手（柳川高校） 
「総合開会式の会場の広さと、観客の多さに最初はびっくりしましたが、楽しんで行進しました。」 
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